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Abstract—Mental State Transitions Network which consists of 
mental states connected one another is a basic concept of 
approximating to human psychological and mental responses. 
It can represent transition from an emotional state to other one 
with stimulus calculated by Emotion Generating Calculation 
method. In this paper, our model of mental state transition is 
verified by comparing with the classification results by SOM. 
I.  はじめに 
 
 我々は，人間とコンピュータの円滑なコミュニケー
ションを実現するために，感情というものに注目して
いる．コンピュータで感情を扱えるようになれば，人
間の意図の理解，エージェントの行動の決定，エージ
ェントの状態表出などの処理に有用である． 
 そこで我々は，エージェントが認識した事象から嗜
好情報に基づいて快／不快を生起し[1]，さらにその
事象の状況により，快／不快を20種類の情緒に分類す
る手法（情緒計算手法:EGC）[2][3]を提案している．
さらに，それらの情緒に対応する表情空間をニューラ
ルネットワークを用いて構築する手法[4]や，生起情
緒をもとにエージェントの気分状態を遷移させ，ユー
ザとの対話にバリエーションを与える手法[5]につい
ても研究を行っている． 
 しかし，EGCでは感情計算の対象者の嗜好情報（各
事物の好き／嫌いの度合）を用いるため，生起する情
緒は個人差が大きい．また，その生起情緒を入力とす
る気分状態の遷移についても個人差が大きくなる．そ
のため，科学的見地からこれら一連の手法を見た場合，
結果の妥当性や処理の再現性に疑問を持たれる恐れが
ある． 
 そこで本稿では，EGCおよび心的状態遷移ネットワ
ーク(Mental State Transition Network:MSTN[6])に
よる気分の遷移の妥当性を検証するため，EGCの出力
と心的状態遷移ネットワークの出力を自己組織化マッ
プに学習させ[8][9]，得られたマップについて考察を
行う． 
II. 心的状態遷移ネットワークを用いた気分更新 
 入力事象から EGC を用いて情緒生起を行い，その
結果をもとに MSTN に基づいてエージェントの気分を
遷移させる手法の処理の流れを図 1 に示す． 
 図中の各手法(EGC，感情誘発条件理論を用いた快
／不快の分類，MSTN，MSTN を用いた気分遷移手法)
については，[7]を参照されたい．  
 
 
 
図 1.    処理の流れ 
III. 自己組織化マップによる心的状態遷移の分類 
 本章では，MSTN を用いた気分状態の遷移結果と自
己組織化マップ(SOM)[8][9]を用いた学習結果について，
比較，考察を行う．SOM に与える学習データのフォ
ーマットを図 2 に示す． 
  
図 2.    入力データの例 
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図 3.   SOM の出力結果 
 
 本実験では，“ロミオとジュリエット[10]”に含ま
れる事象のうち EGC が情緒生起をした 31 事象を入力
として，時系列順に心的状態遷移手法に適用した．な
お，気分はシーンが切り替わるごとに“平常”にリセ
ットされている．そして，EGC 出力による気分遷移結
果が妥当か判別するため，EGC 出力によって算出され
た各生起情緒の強度を素性として SOM に入力し，学
習を行った．結果を図 3 に示す．各事象に付与されて
いるラベルは，どの気分状態からどの気分状態に遷移
したかを表している．例えば，HSu10 というラベルは，
Happy から Surprise に気分が遷移した 10 番目のデータ
であることを示している． 
 図 3 では，左上に不快な情緒が集まっている．その
ため，気分は“平常→悲しみ”や“喜び→平常”とい
った遷移が行われている．一方左下には快な情緒が集
まっており，気分遷移としては“平常→喜び”，“悲
しみ→喜び”，“喜び→喜び”といったデータが見ら
れる．また右上にも不快な情緒が集まっているが，こ
ちらは主に恐れに関連するものであった．  
 なお右下の領域には，望みに関連する快，怒りに関
連する不快，苦しみに関連する不快のデータが存在し
ている．このように快と不快が混在する理由の一つと
して，SOM による多次元から二次元への次元縮約の
過程で，マップ端の空間が中央に比べてゆがみやすい
ことが考えられる．対処法としては，この領域のデー
タだけを取り出して別の SOM で学習を行うという，
Growing-Hierarchical SOM(GHSOM)[11]手法が有効であ
る． 
IV. おわりに 
本稿では，EGC によって算出された生起情緒を入力
とする心的状態の遷移手法の妥当性を示すため，EGC
の出力を SOM に学習させ，快／不快の分類や気分の
遷移について比較を行った．その結果，快を生起する
事象と不快を生起する事象がマップ上で分類可能であ
ることがわかった．また同じ不快でも悲しみに関連す
るものと恐れに関連するものが異なるグループを形成
した． 
しかし生成したマップの端の領域では空間がゆがみ
うまくデータが分類できなかったため，今後はトーラ
ス SOM[12]による実験を行う予定である．また，今回
入力データ作成に用いた EGC では嫌悪の感情を扱え
ないため，心的状態遷移でも嫌悪の気分になることは
なかった．そこで EGC で出力できない感情について
は単語マッチングを用いてデータを作成し，SOM に学
習させることも検討している． 
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